
平成 27 年度清水安三先生顕彰会 総会次第

日時：平成 27 年 5 月 16 日（土）13:30～

会場：清水安三記念館

一 開 会

一 会長あいさつ

一 議 事

1.平成 26 年度事業報告並びに会計収支決算報告について

2.会計監査報告

3.平成 27 年度事業計画（案）並びに会計収支予算（案）について

4.会則改定（案）について

5.会費について

6.役員選出について

7.新役員代表あいさつ

一 閉 会

一 その他

1. 研修会について

① DVD 鑑賞：激動の 20 世紀を生きた三人のクリスチャン

② 清水安三先生の研究から

「中江藤樹はキリシタンだった」 講師：松本孝太郎先生



平成２６年度清水安三先生顕彰会 事業報告書

事 業 名 開催期間
参加人員

（会員以外）
主  な  内  容

総会

研修会

講演会

26/05/17 20人

（2人）

・平成 25年度事業・決算報告

・平成 26年度事業・予算案審

議

・市民劇ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ版鑑賞、出演

者のお話

・講演会：「清水安三と中江藤

樹」

講師：松本孝太郎先生

交流事業 26/10/31～
26/11/01

7人 ・桜美林大学大学祭で「清水安

三先生パネル展」開催

研修事業 26/10/03 6人

（湖西中

3年生

120人）

・湖西中学校 3年生人権学習

「清水安三先生の生き方」

  講師：清水賢一先生

・湖西中学校文化祭

清水安三先生パネル展

広報事業 随時 ・ホームページ管理、運営

27/03/25 ・会報第 1号発行

記念館等協力事業 －



●収入の部

円 － 円 ＝ 円

平成２６年度清水安三先生顕彰会　収支決算書

科　目 予　算　額 決　算　額 比較増減 備　　考

会　　　  費 53,000 42,000 △ 11,000 1,000円×42人

補 　助　 金 185,000 60,000 △ 125,000
高島市生涯学習関係（文化事業の
活性化支援事業）補助金

負 　担 　金 80,000 42,000 △ 38,000 交流会参加者負担金　6,000円×7人

寄　 付 　金 0 0 0

前年度繰越金 67 67 0

諸 　収 　入 81,933 20 △ 81,913 預金利息

計 400,000 144,087 △ 255,913

●支出の部

科　目 予　算　額 決　算　額 比較増減 備　　考

事
務
費

賃　　　 金 0 0 0

旅　　　費 0 0 0

需　用　費 10,000 5,034 4,966 ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ

役　務　費 9,000 4,650 4,350
ハガキ　　　　　　2,600円
会報発送料　　　　2,050円

小　計 19,000 9,684 9,316

会
議
費

総　　　会 1,000 0 1,000 5月17日開催

幹　事　会 3,000 0 3,000 5月10日他5回開催

小　計 4,000 0 4,000

事
業
費

委　託　料 0 0 0

記念館等協力事業 5,000 0 5,000

交 流 事 業 250,000 117,340 132,660 桜美林大学大学祭ﾊﾟﾈﾙ展　7人参加

研 修 事 業 100,000 0 100,000

広 報 事 業 22,000 15,781 6,219
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾄﾞﾒｲﾝ更新料　 1,641円
会報作成・印刷500部　14,140円

小　計 377,000 133,121 243,879

予　備　費 0 0 0

計 400,000 142,805 257,195

収入合計 支出合計 残額

144,087 142,805 1,282





●収入の部

平成２７年度清水安三先生顕彰会　収支予算書（案）

科　目 本年度予算額前年度予算額 比　　較 備　　考

会 費 56,000 53,000 3,000 1,000円×56人

補 助 金 176,000 185,000 △ 9,000 高島市生涯学習補助金

負 担 金 206,700 80,000 126,700 交流会参加者負担金

寄 付 金 0 0 0

計 440,000 400,000 40,000

●支出の部

前 年 度 繰 越 金 1,282 67 1,215

諸 収 入 18 81,933 △ 81,915 預金利息等

科　目 本年度予算額前年度予算額 比　　較 備　　考

事
務
費

賃 金 0 0 0

消耗品等

役 務 費 10,000 9,000 1,000 切手・ハガキ等

旅 費 0 0 0

会
議
費

総 会 3,000 1,000 2,000

需 要 費 5,000 10,000 △ 5,000

会場使用料等

幹 事 会 3,000 3,000 0 お茶代等

小　計 15,000 19,000 △ 4,000

記念館等協力事業 5,000 5,000 0

小　計 6,000 4,000 2,000

委 託 料 0 0 0

交 流 事 業 296,300 250,000 46,300
交流事業に係る賃借料・燃料費・
宿泊費等

広 報 事 業 17,700 22,000 △ 4,300
会報紙発行
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾄﾞﾒｲﾝ更新料

小　計 419,000 377,000 42,000

予　備　費 0 0 0

事
業
費 研 修 事 業 100,000 100,000 0 講師謝礼および旅費等

計 440,000 400,000 40,000



清水安三先生顕彰会会則（改定案）

(名称)

第１条  この会は、清水安三先生顕彰会（以下「当会」という。）と称する。

(目的)

第２条  当会は、第二次大戦前の中国北京市朝陽門外において、貧しい子女の

ために愛の教育を実践し、後に桜美林学園を創設された、新旭町名誉

町民 清水安三先生を顕彰することを目的とする。

(事業)

第３条  当会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）清水安三先生顕彰に係るイベントの企画、制作及び運営

（２）仮称：清水安三記念館が実施する事業への協力

（３）桜美林学園及び清水安三研究会との交流事業

（４）当会の広報事業

（５）その他

(構成及び組織)

第４条  当会は、平成７年以降に実施の中学生日中友好の旅参加者、名誉町民

清水安三先生顕彰の旅参加者、清水安三物語上演実行委員会参加者、陳

経綸・桜美林・湖西中学校姉妹交流事業関係者、桜美林学園卒業生及び

学園関係者の中から、本会の目的に賛同する個人及び団体・法人（以下

「会員」という。）をもって組織する。

(役員)

第５条  顕彰会に次の役員を置き、会員の互選により選任する。

（１）会 長  １名

（２）副会長  １名

（３）幹 事  若干名

（４）会 計 １名

（５）監 事 １名

   ２．役員の任期は、２年とする。ただし再任を妨げない。

   ３．会長は、当会を代表し、会務を総括する。

   ４．副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。

５．幹事は、幹事会を構成し、会務を処理する。

   ６．会計は、当会の会計事務を処理する。

７．監事は、当会の会計を監査する。



(顧問)

第６条  当会に、顧問を置くことができる。

２．顧問は、親族及び親類縁者、滋賀県高島市新旭町北畑区役員及び学

識経験者のうちから、会長が委嘱する。

３．顧問は、当会の運営に関して会長の諮問に答え、又は意見を述べる

ことができる。

(会議)

第７条  会議は、総会及び幹事会とし、会長が必要に応じ招集する。

２．総会において、役員の選出の他、事業計画、予算及び決算を審議し決

定する。

３．幹事会は、総会に付議すべき事項及びその他重要な会務を審議し決定

する。

(会計)

第８条  当会の経費は、会費、助成金、補助金、寄付金、委託金、その他の収

入をもってこれに充てる。

(会費)

第９条  会費は、総会において別に決定する。

(会計年度)

第 10 条   当会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもっ

て終わる。

（雑則）

第 11条  この会則に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。

付則

この会則は、平成２５年４月１３日から施行する。

（平成 25年 4月 13 日制定)

（平成 27年 5月 16 日改定)


